
はじめに

2008年２月, 第45回 ｢農業国際展覧会 (Salon international de

l’agriculture)｣ において, 当時, 大統領であったサルコジ (Nicolas

�������) は, 農業は経済活動や我々の風景を形作っていると述べたうえ

で, ユネスコ無形文化遺産リストに ｢ガストロノミー (gastronomie)｣ の

登録を目指すと国内外へ正式に発表した
(１)
｡ その後, 2010年11月, ｢フラン

ス人のガストロノミー的食事 (Le repas gastronomique des 	��
���)｣ は

ユネスコの無形文化遺産リストに登録が叶った｡ 2013年に ｢和食｣ が無

形文化遺産としてリスト登録となったが, 登録を目指すにあたって日本の

農林水産省は, 事前調査やリスト登録後の保護継承措置の調査を行うため,

フランスにも出かけている｡ 日本の ｢和食｣ を無形文化遺産リスト登録す

る際のモデル・ケースの一つとして, ｢フランス人のガストロノミー的食

事｣ は位置付けられていたのである
(２)
｡ このように ｢フランス人のガストロ

ノミー的食事｣ は, 他国にとってはユネスコ無形文化遺産リストへの登録

に関する参照事例となっている｡
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しかしながらフランスにおいては, そのリスト登録までの道のりはたや

すいものではなかった｡ 登録を積極的に働きかけた人物が ｢当初は誰も本

当に信じていなかった
(３)
｣ と語っているように, ガストロノミーを無形文化

遺産に登録するという発想に, 関係省庁, 政治家, またフランス国内でも

理解を得ることが当初は難しかったのである｡ それにもかかわらず, リス

ト登録に至ったのは何故だろうか｡

本稿ではガストロノミーという概念が, ユネスコ無形文化遺産の提示す

る概念に結びついていく様相や, フランス人の ｢食｣ をめぐる文化がユネ

スコ無形文化遺産リストに登録される過程の一部を描く｡ またガストロノ

ミーをめぐる政策を取り上げ, その特徴を示す｡ 第１章では, ユネスコ無

形文化遺産に関する制度について示し, そのフレームに沿ったガストロノ

ミーの概念を確認する｡ 第２章では, フランス国内の動きに限定して, ユ

ネスコ無形文化遺産リストに ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ の登

録を目指す動きを追う｡ そして第３章では, ｢食｣ に関連する政策を概観

し, ガストロノミーから派生する多様な政策を観察する｡ 一連の検討から

当初は人びとの理解を得るのが難しかったアイディアが, 具体化していく

様相を描く｡ またガストロノミーに関する事柄は複数の省庁で取り上げら

れており, 無形文化遺産登録を契機にガストロノミーが多重な政策へと派

生していく様相を示す｡

第一章 ユネスコ無形文化遺産と ｢ガストロノミー｣

本章では無形文化遺産の制度の概要と, ｢ガストロノミー｣ の定義を紹

介する｡ その際, 無形文化遺産は, ユネスコ世界遺産で構築されてきた制

度設計を参照したものであることから, 世界遺産制度についても併せて確

認する｡ また無形文化遺産リストに登録された ｢ガストノミー｣ の定義を

めぐる議論についても記す｡
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１．ユネスコ無形文化遺産の概要

国連教育科学文化機関 (ユネスコ) の文化遺産保全事業のなかでも活発

な事業といわれるのが, 世界遺産事業である｡ この事業は1972年に採択

され, 1975年に発効した条約に基づくものであり, 世界の文化遺産及び

自然遺産の保護に関する条約がそれに当たる｡ ｢文化遺産｣, ｢自然遺産｣,

｢複合遺産｣ といった３つの種類が設けられ, 建造物や自然環境の生み出

す地形や生態系, 景観など有形の不動産がそのリスト登録の対象となる｡

条約締約国からユネスコ世界遺産委員会へ対象物の登録が申請され, 世界

遺産リスト登録が叶えば, その物の保全継承活動を締約国は求められる｡

第41回世界遺産委員会が開催された2017年７月現在, 世界遺産リストへ

の登録総数は1,073件となっている
(４)
｡

一方, 本稿で主に取り上げる無形文化遺産とは, 上記の世界遺産とは別

の条約に基づいたユネスコの事業である｡ 無形文化遺産とは, 2003年に

｢無形文化遺産の保護に関する条約 (無形文化遺産保護条約)｣ が第32回

ユネスコ総会で採択され, 2006年に条約が発効して設けられたユネスコ

の文化遺産保全事業の一つである｡ この無形文化遺産は, 世界遺産制度を

参照しつつ, それとは異なる新たなカテゴリー設定を目的に創設されたも

のである｡ すなわち伝統, 社会的慣習, 儀式といった伝統芸能や口承文化

に関してユネスコが設定した新たな基準, 新たなカテゴリーである｡ その

条約第２条１項には, ｢慣習, 描写, 表現, 知識及び技術並びにそれらに

関連する器具, 物品, 加工品及び文化的空間であって, 社会, 集団及び場

合によっては個人が自己の文化遺産の一部として認めるものをいう｡｣ と

ある｡ また同条２項では, (a) 口承による伝統及び表現, (b) 芸能, (c)

社会的慣習, 儀式及び祭礼行事, (d) 自然及び万物に関する知識及び慣

習, (e) 伝統工芸技術, という５つの分類が無形文化遺産には設けられ

ている
(５)
｡ すなわち無形文化遺産とは, これらの条文に定められた事柄に関
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するもので, 人びとのあいだに根付き, 引き継がれてきたものを指すとい

えるだろう｡

無形文化遺産も世界遺産同様, 締約国からユネスコへ申請される｡ 各地

域から選出された専門家と NGOから構成される ｢評価機関｣ からの勧告

を踏まえ, 締約国選出24カ国から構成される ｢政府間委員会｣ でリスト

登録の最終決定がなされる
(６)
｡ ｢世界遺産一覧表｣ 作成と同様, 無形文化遺

産においても ｢人類の無形文化遺産の代表的な一覧表｣, ｢緊急に保護する

必要がある無形文化遺産の一覧表｣ を作成することになっており, 一覧表

であるリストへの登録となれば, 保護振興活動をその遺産を申請した締約

国は課せられる
(７)
｡

では世界遺産と無形文化遺産の相違点を確認するならば, リスト登録の

対象の違いはもちろんのこと, 遺産に関する ｢価値｣ の扱い方に違いがあ

る｡ 世界遺産リストの性格は, ｢人類にとって顕著な普遍的価値を有する

と認めるものの一覧表｣ とされる｡ 一方, 無形文化遺産リストの記載基準

は, 対象となる事柄について価値の如何を問うてはいない｡ 例えば ｢フラ

ンス人のガストロノミー的食事｣ は, ｢人類の無形文化遺産の代表的な一

覧表｣ に登録された｡ しかし登録を目指す過程で ｢フランス人だけが祝祭

の食卓を囲むのではない｣ といった批判があった為, これに対応すべく,

フランスはユネスコ事務局に問い合わせた｡ その際, ユネスコからは無形

文化遺産リスト作成においては, その遺産が生息する共同体において ｢そ

れは大切なものである｣ と人びとが認識していることが重要であって, 遺

産の特別な性質や価値を求めてはいないとコメントされたという
(８)
｡ つまり

無形文化遺産の対象となるものに顕著な特徴があるとか, 特別で普遍的価

値があるかどうかは問われない, ということであった｡

このような無形文化遺産の制度設計は, 世界遺産事業への批判を踏まえ

て行われた
(９)
｡ その背景には世界遺産をめぐる制度が, いわゆる ｢南北問題｣
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を引き起こしてきたと批判されてきたからである｡ 世界遺産は, 文化によっ

て自然を克服するといった欧米文化寄りの思想に基づいた登録基準が見受

けられ, その為, そのリストは欧米各国やキリスト教文化圏に偏っている

といわれることもある｡ また世界遺産は有形の不動産が選考対象となるた

め, 土製, 木製建造物といった耐久性の低い不動産や形を持たない文化を

多く持つ地域, 国にとっては, 不利な基準が設定されているのである｡ そ

こで儀礼や祝祭といった有形物でない文化, 伝統を持つ地域にとって自ら

の文化の価値が欧米諸国に理解されないことへの不満があった｡ 更にはか

つて, 世界遺産登録を決める世界遺産委員会委員や専門家から構成される

諮問機関の構成員の多くが, 欧米諸国出身者に偏っていたことや, リスト

登録を目指すロビー活動は, 長年の経験から欧米諸国が長けているともい

われている｡ このように一種の政治性を帯びる事業として, 世界遺産は批

判の対象となってきた
(10)
｡ そこで新たな文化遺産保全活動として, 無形文化

遺産制度は創設されたのである｡

一方, 無形文化遺産についても, 課題が指摘されている｡ まず世界遺産

同様, 無形文化遺産のリストにも地域に偏りが見られるという点である｡

リスト登録に関してロビー活動が活発に繰り広げられるのは, 無形文化遺

産登録推進活動においても同様である｡ 実際, 2017年現在, 世界遺産に

ついては欧州地域での登録が, 全体の43％を占める
(11)
｡ 一方, 無形文化遺

産については2017年現在, 470がリスト登録されており, 登録数１位に中

国, ２位に日本, ３位に韓国と続く
(12)
｡ アジア３カ国が上位３位を占めてお

り, 世界遺産同様, 無形文化遺産についても地域偏向があることは否めな

い｡

またリスト登録をきっかけに遺産の商業化が加熱すること, また商業化

が生み出す課題も無形文化遺産をめぐって指摘されるようになっている｡

リスト登録やその前段階である登録推進活動を契機に, 遺産を置く地域や
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国の知名度, ブランド力は向上する場合も多い｡ 時には, 観光振興といっ

た遺産から派生する商業上の利益を, その地域や国は得られることもあり,

無形文化遺産リスト登録には経済的利潤を伴う地域経済活性化志向が伴う

こともある｡ 遺産の持続可能性を念頭におけば, 経済的な課題がある場合,

商業化から得られるメリットでその難点をカバーできることもあるだろう｡

しかしその為に保全しなければならない遺産の慣習や技術が失われていく

ことへの危機感も聞かれる｡ 大量生産できないといった商業化にそぐわな

い遺産は, 結果として継承が難しくなるなど, 様々な“危機”が無形文化

遺産リストに登録されたことによって引き起こされているという
(13)
｡ 遺産登

録にあたって無形文化遺産保護やその重要性について人々の意識が高まる

ことは, 制度の理念に叶うことである｡ しかし遺産の過度な商業化は, そ

の理念に反するものとして登録取り消しにつながるとされている｡ 遺産の

保護振興をどのような将来設計の下, 確実に実行していくか, 議論は続く｡

更にリスト登録活動は, 地域の文化遺産を世界的な文化資産の序列化に

巻き込むものだとの懸念がある｡ 無形文化遺産のリスト登録には価値評価

がなされないため, いわゆる文化の序列化を引き起こさないような工夫が

されている｡ しかしリスト登録に至った遺産が, その序列化を生み出さな

いとは限らない｡ リストに登録された遺産は, ユネスコの無形文化遺産リ

ストに登録が叶ったモノ・現象というカテゴリー化に結びつく｡ それは,

そのカテゴリーに入らないモノ・現象との差異を生む｡ つまりその相違点

こそが, 序列化にもつながるものなのである｡ 本稿で取り上げている無形

文化遺産と食の関係についても, 過度な商業化や文化の序列化といった点

は指摘されている｡ また無形文化遺産は人びとのあいだで受け継がれてき

たものがその登録の対象となるため, その遺産の存在する ｢共同体｣ への

評価に繋がる恐れがあるという｡ リスト登録の有無が, 遺産そのものでは

なく, 共同体の優劣にも繋がりかねないという危惧である
(14)
｡
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２. ｢ガストロノミー｣ の定義

｢フランス人のガストロノミー的食事｣ についてユネスコ HPにある説

明文には, ｢出産, 結婚式, 誕生日, 記念日, 成功, 再会といった個人や

グループでの生活で大切な瞬間をお祝いするための習慣・社会的慣習

(une pratique sociale ��������	
) である｡ こういった機会に“よく食べ

て�,“よく飲む”というアートを会食者たちが行うという祝祭の食事を指

す
(15)
｡｣ とある｡ また食事の構成も登録対象となっている

(16)
｡

この ｢美食的｣ とも訳される“ガストロノミー的 (gastronomique)”と

いう単語について申請書では, ｢よく食べ, よく飲むといった大衆文化を

示すもので, 祝祭の食事や祝宴, 公式の祝宴である饗宴, 食通が喜ぶよう

な食事, 若い人たちのあいだでの気取らない宴会も含まれる｣ と記されて

いる
(17)
｡ その説明文中に“l’art de la bonne ���	
”とあることから, ガスト

ロノミー的食事とは, 単に ｢飲み食いする｣ といった意味の食事ではなく,

食事会に参加する者同士が共に味や食材を楽しみ, また食事を囲む会を楽

しむ行為であり, そういったことが代々, 受け継がれていることが強調さ

れたものである｡ これが, ユネスコ無形文化遺産登録に際して, フランス

側が主張したフランス人社会特有の食に関する文化である｡

また無形文化遺産リストの登録内容には, 料理, 飲料, 料理の出される

順番, テーブル・アートといった食事作法に関するものも含まれる｡ これ

はフランス人社会独特の飲食とのかかわり合いを文化的な表現として捉え

たものであり, 文化人類学的な視点とリンクさせたものである｡ そこから

読み取れる主張とは, ガストロノミーが一部のエリートだけのものではな

いこと, 高級料理に限定されず, 一般大衆の料理も含めたものであること,

またユネスコ無形文化遺産の精神に反するような商業目的を重視した内容

ではないこと, といったものであった｡

そもそも ｢ガストロノミー｣ という単語の意味であるが, 単に美食学や
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美味学, 美味術と訳すだけでは不充分とされる｡ すなわちガストロノミー

には, 料理を食すという意味だけでなく, 会話を楽しんだり, 食事作法の

洗練といった意味も含まれる｡ 尾家はガストロノミーを, 食べ物を選択し

調理する学問や技術, とする
(18)
｡ またピットゥは, ガストロノミーとは, 五

感だけでなく, 会食者による会話を通じた充実した時間, その食事を行う

風景や社会環境とも深く関わっていると述べる
(19)
｡ すなわち食事をするとい

うことは, 食事が行われている時の状況やその時の記憶, またそれらを彩

る風景や感覚, といった感性を駆使した行為であり, ガストロノミーとい

う単語にはそういった意味が含まれるとされる｡

またガストロノミーを, 食事の形式や食事に関する社会的慣習から描く

場合もある｡ 北山は食事モデルの規範やフランス料理の文化的正統性とは,

ガストロノミーの実践である食卓作法, 食事空間, 給仕形式, 食事回数と

いった食事のリズム, といった食事習慣の４要素を通じて構築されてきた

ものであり, フランスでのガストロノミーの実践や洗練の歴史がこれらを

確立してきたという
(20)
｡ また村井はブルデューの文化的正統性の議論を引用

しつつ, 各人の階級的位置に応じて食事風景が異なることを示す｡ 食事に

関してブルジョワ的様式と大衆的様式が区別できるとし, 食事が社会的儀

式になっているとする｡ しかしグローバル化が進む現在, 多種雑多に複数

の文化を, エリートだけでなく, 大衆も享受できるようになった｡ ブルジョ

ワ的な料理としてのフランス料理, すなわち支配的な西洋の文化といった

発想は食事に関しても崩れ, 他の食文化に価値を見出すといった食の多様

性が尊重されるようになり, 食の民主化が起こっているとも記されている
(21)
｡

そして, ユネスコのリスト登録で扱われた ｢ガストロノミー｣ の定義は,

歴史学的, 文化人類学的発想が強い｡ その背景には, ガストロノミーの解

釈を巡る, エリート的知見と, 大衆的知見のいずれに基づくのかをめぐる

攻防があった｡ 2008年２月, ユネスコ無形文化遺産への登録を目指すと
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サルコジが述べたガストロノミーの定義は非常にあいまいなものであった｡

その後, 紆余曲折を経て, ｢フランスのガストロノミー｣ に, それが更に

改訂され, ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ と表現されたものが登

録申請の対象となった｡ これはガストロノミーという単語が示す内容を,

登録申請活動のなかでユネスコのフレームに沿うように具現した結果であっ

た｡

ユネスコのリスト登録をめぐっては当初, 偉大な高級フランス料理店の

料理人たちが作り出す卓越した芸術性をまとう ｢フランス料理｣ を登録す

ることが目指されていた｡ 登録申請活動当初, サヴォイ (Guy Savoy) や

ゲラール (Michel �������) といったミシュランで３つ星を常時, 獲得す

るような高級フランス料理店たちが推進活動の中心にいたことも影響して,

高級フランス料理の登録を積極的にアピールしている時期があった｡ 例え

ば高級ホテル・レストラングループ ｢ルレ・エ・シャトー (Relais &

�	
����)｣ 会長タピ ( Jaume ������) の協力や, 有名高級レストランシェ

フを巻き込みながら, 2008年10月16日に国民議会議長邸で, ユネスコの

リスト登録推進活動の一環として豪華な食事会が開催されている｡ このイ

ベントでは, 大衆の食事とはかけ離れた豪華な料理が並んでいたことから,

あたかも他の料理よりもフランス料理は優れているのだと誇示するような

パフォーマンスと受け取られる部分があった｡ またこの食事会の日程が国

連が定めた世界食料デーと重なり, 飢餓や貧困を世界で考えるといった日

に, このようなイベントを行うこと自体に批判があった
(22)
｡

またこの食事会以前からこういったエリーティズムのイメージが伴う高

級料理をガストロノミーとする見方は, フランス人の醸し出す優越感, 傲

慢さを表現するものだとして, 批判されていた｡ きっかけは, 先述の国際

農業見本市でのサルコジのアドリブ ｢我々には世界で最も優れたガストロ

ノミーがある｣ との発言であった｡ サルコジの発言のような見解は, この
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プロジェクト推進を担う関係者の間では共有されていた考え方ではあった｡

よって当初のリスト登録推進活動は, ガストロノミーが高級フランス料理

店で提供される料理であるといった発言やイベントが相次いだのである｡

その結果, 活動当初, 政府から発信されたガストロノミーのイメージは,

エリート主義的で経済的な豊かさを強調するものであった｡ これに対して,

その国や地域の文化や風習と結びついたものでなければならないとされる

無形文化遺産の定義と, サルコジの発言内容は合致していないといった意

見が, マスメディアを通じて報道されることもあった
(23)
｡

ユネスコ事務局の見解も, こういった批判と重なる部分があった｡ 2008

年当時, 翌年の2009年夏のユネスコの政府委員会への申請を, フランス

政府関係者たちは目指していた｡ そこで2008年12月に彼らはユネスコ事

務局へ申請書の内容について事前に相談した｡ その後, 申請書作成を担っ

ていた後述の MFPCA (Mission ��������	du patrimoine et des cultures

alimentaires -食の遺産・文化のフランス委員会) とフランスの関係省庁

宛に, ユネスコ大使経由で修正が必要な点が記された回答書が届く｡ そこ

には, 無形文化遺産は, 登録される事象の優越性を求めてはおらず, 文化,

コミュニティー, その事象のもつ文化的な固有性の質を競い合うものでは

ないと記されていた｡ また申請書案が将来のフランス経済が享受するであ

ろう利潤をあからさまに見越した内容であることに, 難色が示された｡ す

なわち当初の申請書案は商業主義的主張が強く, レストランシェフのもの,

エリートのもの, 食品業界や関係団体のものとしてフランス料理が描かれ

ていることに対して, ユネスコからの反対論が回答書には記されてあった

のである
(24)
｡ そこで ｢ガストロノミー｣ 像を定義しなおす必要が生じ, 改め

て登録申請を目指すこととなり, 2009年２月のユネスコ政府間委員会で

の審議付託は見送ることとなった
(25)
｡

ここから ｢ガストロノミー｣ の再定義が本格的に始まる｡ 2010年の登
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録を目指し, 作業は仕切りなおしとなった｡ 政治的に求められる商業主義

的な見方を乗り越えるため, 学問分野から得られる知見, ユネスコが設定

したフレームに沿う知見が求められたのである｡ そして改めて原案とされ

たのが, 歴史学的, 人類学的観点から作成された歴史社会学者であるセル

ゴ ( Julia Csergo) の案であった｡

2008年９月からMFPCAの専門委員会 (conseil d’expert) に入ったセル

ゴは, 料理の特殊性ではなく, 料理の文化的, 社会的側面を強調すべきで

あるとして, 慣習やその歴史的観点の重要性を当初から述べていた｡ 彼女

の示したガストロノミーとは, 祝祭の日, 特別な日の食事を出席者で分か

ち合うという行為を指し, フランス人独特の社会的慣習として表現したも

のであった｡ また大衆の中に息づくもの, 人々の間の日常的な活動である

こと, 生きた文化であることも併せて示された
(26)
｡ そしてユネスコの回答書

を受け, 議論の末, セルゴの主張するような議論の方向性が委員会では優

勢となり, 歴史学的, 社会学的, 文化人類学的な視点に基づいて, ガスト

ロノミーは扱われることとなった｡ 加えて申請書では, フランス人の食を

めぐる伝統という概念を強調すべく, またフランス人のアイデンティティー

でもある ｢権利｣ という概念を暗に示唆するためにも ｢フランスの (de

France)｣ ではなく, ｢フランス人の (��������	)｣ という単語を表題に用

いたという
(27)
｡

ここで改めて ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ の申請が叶った要

因を確認したい｡ それは, 商業化といった経済活動の重視ではなく, 歴史

学及び文化人類学的な議論を成立させた点にある｡ 生きる文化財である無

形文化遺産の概念を用いながら, 食をどのように解釈するのか｡ またその

保護, 継承をどのように行うのか｡ その問いに対して高級料理や大衆料理

のあいだの文化的な境界線といった議論は含めず, フランス人の食への関

わり方といった社会的慣習から食を捉えるといったアイディアを, フラン
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スはユネスコに提示できたことがリスト登録実現を後押ししたのである｡

それは当時の無形文化遺産をめぐる状況とも関係している｡ フランスは無

形文化遺産保護条約の批准を2006年に済ませていたが, 登録案を事務局

に提出するための手続きは2008年６月になってやっと定められるなど,

リスト作成をはじめとして, 当時は事務手続きの規程すらまだ整備されて

いない状況であった｡ また ｢商業主義からどのように無形文化遺産を保護

していくのか｣, ｢社会的慣習は進行する場合もあるが, それと保護する状

態をどのように両立させるのか｣, といった無形文化遺産をめぐる様々な

意見は存在したが, 当時は無形文化遺産とは何を指すのかといった具体的

な議論すら深まっていない状態に留まっていた｡ つまり無形文化遺産リス

トへの初登録が承認されたのは2008年11月であり, ｢フランス人のガスト

ロノミー的食事｣ に関してフランス国内で申請活動が本格的に始まった

2006年当時は, 無形文化遺産に関する綱領すら出されていなかったので

ある｡ ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ に関して申請書を作成して

いた時期は, 申請書が通過するためのモデル・ケースすらなく, 条文をど

のように解釈できるのか, まだ確定していない要因が多かった｡ よって

｢商業主義は無形文化遺産の理念とは相容れない｣ といった一定の基準は

あったものの, まだ未確定要素の多かった無形文化遺産の枠組みをどのよ

うに捉えるのかといった議論や, 食をめぐる無形文化遺産に関する解釈に,

フランスでの議論は踏み込んだのである｡ 特にガストロノミーといった食

にまつわる事象が文化的価値を持ち, 保護継承されるべきものであるといっ

た概念の発信に ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ のリスト登録は貢

献したのである｡

第二章 ユネスコ無形文化遺産リスト登録への道

｢フランス人のガストロノミー的食事｣ のユネスコ無形文化遺産リスト
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への登録を目指し, どの組織がどのような作業を担ったか, その内実を明

らかにすることは困難である｡ しかしその一部をここでは抽出することを

試みる｡ そこから, フランスではどのようにユネスコ無形文化遺産への登

録を目指すことになったのかを記し, またその決定の特徴を記す｡

１．政策起業家の活動

｢フランス人のガストロノミー的食事｣ を無形文化遺産リストに登録す

るといったアイディアの起点をどことするのか｡ ただしリスト登録を目指

してプロモーターとして活動したのは, 2018年１月現在, 欧州食料歴史

文化研究所 (Institut ��������d’histoire et des cultures de l’alimentation-

IEHCA) の所長 (directeur) でもあるシェヴリエ (Francis Chevrier) で

あろう｡ シェヴリエは大学卒業後, イギリスからフランスに戻り, パリの

ジョルジュ・ポンピドゥー国立美術文化センターに職を得た｡ その後, 自

身の故郷近郊の町, サン・ディエ・デ・ヴォジュ (Saint-	
�-des-Vosges)

市で国民議会議員 (������) と市長を兼任していた社会党議員ピアレ

(Christian Pierret) の下, 毎年開催されている地理学国際フェスティヴァ

ルの担当者として市職員となる｡ 彼の手がけたフェスティヴァルの成功を

聞きつけたのは, 国民議会議員で当時, ブロア (Blois) 市長であった社

会党議員ラング ( Jack Lang) であった｡ ラングは, シェヴリエに ｢ブロ

ア市での新たなフェスティヴァル立ち上げに協力して欲しい｣ と依頼し,

これを快諾したシェヴリエは1996年, ブロア市の文化局長に就任する｡

そして1998年からブロア市で毎年, 開催されている ｢歴史との待ち合わ

せ (Rendez-vous de l’Histoire)｣ というイベントを企画, 実現させたので

あった
(28)
｡ そして第二回目となる1999年, シェヴリエは ｢世界の食生活

(nourritures terrestres)｣ をテーマとして設定し, 歴史家からみた世界の

飲食やそれにまつわる慣習を文化論として提示するイベントを行った
(29)
｡ こ
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の事実からもシェヴリエは遅くとも1999年には, 食に関して文化的側面

に注目していたことが分かる｡

一方, 1980年代には食の文化的側面を認識し, その後, シェヴリエの

推進する無形文化遺産登録申請活動を積極的に支援した政治家こそ, 社会

党議員ラングであった｡ 彼は1980年代からミッテラン政権時及びコアビ

タシヨン時に文化政策関連の大臣ポストに複数回, 就任しており, 文化政

策に精通した人物として知られている
(30)
｡ フランス国立図書館やオルセー美

術館といった公共施設だけでなく, ロックンロールやストリートアート,

漫画といった大衆文化をも文化・通信省の政策として扱い, その活動のな

かで ｢食｣ に関する政策にも積極的に取り組んできた｡ 例えば彼は1989

年, 文化・通信省 (��������	de la Culture et de la Communication) 大臣

のときに, フランスの料理遺産 (patrimoine culinaire) 調査に関する研究

プログラムを実施している｡ また同年12月, 文化・通信省, 国民教育省

(��������	de 
���������nationale), 農林省 (Ministre de l’Agriculture et

de la �����), 観光担当省 (��������	�
����au Tourisme) といった省

庁, 有名シェフ, 企業, 食に関する研究者, ジャーナリストといった文化

人等が参画し, そのトップに財務省出向官僚を置いた官民一体型の全国料

理文化評議会 (Conseil National Des Arts Culinaires : CNAC) をラングが

主導して設置し, 食に関する調査研究を推奨しており,『フランスの料理

遺産リスト (L’inventaire du patrimoine culinaire de la France)』シリーズ

の出版も彼がけん引した
(31)
｡ また後述の ｢味覚の教室 (Classes du ����)｣

を国民教育省大臣として推奨したのもラングであり, 2000年当時, タス

カ (Catherine Tasca) 文化・通信省大臣 (当時) と共に, 教育プログラ

ムのなかに味覚教育の必要性を書き込むなど, 教育のなかに味覚教育を定

着させることを推進したのも彼であった｡ つまりラングは食に関する事柄

を文化と捉え, その保護継承活動に積極的に取り組む政治家の一人といえ
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る｡

ラングはブロア市長を2000年に退任し, 国民教育省大臣へ就任する｡

彼の退任直後はラングと同じ社会党の議員がブロア市長となったが, 2001

年の市町村選挙で社会党は敗北し, ブロア市長には従来とは異なる党派で

ある右派の UMP (当時) 議員が就くこととなった｡ そこで社会党市長の

下, 仕事に従事してきたシェヴリエはブロア市を去ることとなる｡ そして

2001年, ブロア市の隣県の町トゥール (Tours) に, 食に関する歴史・文

化研究機関として IEHCAが創設されたことを受け, シェヴリエはその所

長に就任する｡ 当時, 国民教育省大臣であったラングによって創設が推進

された IEHCAは, 国民教育省高等教育局の下, サントル＝ヴァル・ド・

ロワール州議会 (conseil �������	du Centre-Val de Loire) との協定によ

り, トゥール・フランソワ・ラブレ大学 (
����������������Rabelais de

Tours) 附属の高等教育・研究センターとして設置された｡ ラングにとっ

て研究機関である IEHCAの創設は, ガストロノミーを文化政策として確

立し, 新たな展開を望むには必要な機関と捉えていたという
(32)
｡

IEHCAは食の歴史, 文化的側面を扱う研究機関として設置された｡ トゥー

ル・フランソワ・ラブレ大学と連携しながら, サマー・スクールを開催し

たり, 特に修士号レベルや短期講習型の講義を協力機関と合同で担当して

いる｡ また国内外の歴史学者, 地理学者, 社会学者, 人類学者から構成さ

れる学術委員会が置かれ, 歴史・人文社会学的見地から食習慣, 食文化と

いった食にまつわる事象についての研究プロジェクトやイベントの事務局

を担っている｡ そして人文科学の知見からの食に関する専門図書館が置か

れ, ヨーロッパ有数の所蔵数を誇る｡ このように IEHCAは, 食にまつわ

る人文社会科学研究への貢献が意識された機関とされている
(33)
｡ このように

ユネスコの動向とは関係なく, IEHCAはそのスタートを切った｡

その後, ユネスコの動向と IEHCAを関連づけたのはシェヴリエであっ
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た｡ 彼は2005年, ユネスコ無形文化遺産条約に関する記事を偶然にも目

にする｡ そしてその第二条がフランス料理やガストロノミーに当てはまる

のではないかといったアイディアに気づく
(34)
｡ シェヴリエはラングに相談し,

ラングからガストロノミーを文化として捉え, それを保護するという視点

を重視すべきだとのアドバイスを受ける｡ そこでそういった見解を踏まえ

つつ, 無形文化遺産保護条約がフランスで発効した2006年頃から, シェ

ヴリエは政府関係者や, 料理界の重鎮を中心に面談を積極的に行い, 自身

のアイディアを伝えていく｡

そこで活動当初の2006年には, シェヴリエは当時ユネスコ本部・文化

局無形遺産課長だったスミーツ (Rieks Smeets) と会い, そのアイディア

をユネスコ側へ相談した
(35)
｡ そして同年11月には IEHCAとフランソワ・ラ

ブレ大学は, 『フランス料理, 外国の料理』 と題した食・文化フォーラム

を開催し, ｢フランス料理遺産, 無形文化財への登録？｣ というタイトル

のラウンド・テーブルを設け, 元・ユネスコ委員を含めたパネリストを招

き, 学術的側面からその登録推進を社会に訴えると共に, ユネスコ担当者

にフランス料理の文化的側面を認識してもらえるよう, 努めた
(36)
｡ ユネスコ

の事務局担当者は2006年時点で, この活動に対する関心は低かったが,

｢フランス政府がこの仕事を引き受けるのであれば, 登録に至る可能性は

ある｣ と彼にアドバイスをしたという｡ そこでシェヴリエは農林水産省

(Ministre de l’Agriculture et de la �����), 文化・通信省といった関係各

省庁への働きかけを積極的に行った｡ しかし当初, 農林水産省はこの案に

ついて, EUでのフランスの活動が活発化することが見込めず, ヨーロッ

パ規模ではないことから, プロジェクトには無関心であった｡ また無形文

化遺産という概念自体, フランスではあまり知られていないことから, 文

化・通信省は料理や食といったガストロノミーは文化に属さないものだと

述べたという｡ 両省ともシェヴリエの話に耳を傾けようとはしなかったの
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である
(37)
｡

このような活動と同時に, シェヴリエは懇意であった社会党所属の政治

家を中心にまずはプロジェクトの理解を働きかけた｡ IEHCAの位置する

サントル (Centre) 州の州議会議長 (当時) であった社会党議員サパン

(Michel Sapin) は, シェヴリエのアイディアを理解し, 全仏州連合

(Association des �������de France) へも話を通した｡ そして全仏州連合

長 (当時) で社会党議員ルッセ (Alain Rousset) から, このプロジェクト

支持を取り付けたことで, 全国の議員にこのアイディアが伝達されること

となる
(38)
｡ しかし運動の盛り上がりには欠け, 大きな進展には至らなかった｡

そこでシェヴリエは, 行政機関や当時, 野党であった社会党議員へ働き

かけるよりも, 与党議員や大統領側近に働きかけた方がプロジェクト実現

には早いと踏む｡ そこで懇意であったラングを通じて, 2007年頃には既

にシェヴリエは政権与党の右派議員への働きかけも行うようになった｡

UMP議員でブロア市長 (当時) であったペリュショ (Nicolas Perruchot),

トゥールの選挙区出身で当時, UMP議員で文化・通信省大臣であったド

ヌデュー・ドゥ・ヴァーブル (Renaud Donnedieu de Vabres) といった政

治家や, 既にこの活動に参加しており, 大統領のサルコジの長年の友人で

ある高級フランス料理店シェフのサヴォイ (Guy Savoy) といった人物を

通じて, 大統領官房 (cabinet) たちにこのプロジェクトが耳に入るよう,

積極的に働きかけを行った
(39)
｡ そしてついに, 当時, 左派系ジャーナリスト

でありながら, サルコジの文化視聴覚担当官を務めていたベナム

(Georges-Marc Benhamou
(40)
), 大統領官房長のミニョン (Emmanuelle

Mignon), 雑誌 ｢Le point｣ の元編集者で大統領政策顧問のペガード

(Catherine 	��
��) といった大統領官房たちが, この活動の重要度を理

解したのである｡ その後, 大統領官房を通じてサルコジはこのアイディア

を伝えられたという｡ サルコジが大統領として選出されたのは2007年５
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月であったが, 同年の11月には, 大統領側近によってサルコジへの説得

は成功し, 登録申請に関する事務的な活動は本格的に動きはじめた
(41)
｡ 行政

機関に相談してもなかなか動かなかったプロジェクトが, 大統領側近, そ

して大統領の目に留まったことで次の段階へ進んだのである｡

そして大統領官房長が文化, 農林水産, 外務省といった省庁からの見解

をまとめながら, 事務局レベルでのプランをまとめていくこととなった
(42)
｡

書類提出に向け, 2008年春から農業省主催による省庁間会議が１ヵ月半

ごとに開かれた｡ 文化省, 国民教育省, 高等研究省, 外務省が当初から出

席し, 後半期に健康省 (Ministre de la �����et des ���	
��	���), 観光局

が参加した｡ また大統領側近たちもこれらの省庁間会議とは別にキャビネ

会議を持ち, そこで申請書の方向性などの大枠を検討していた｡ つまり２

つのレベルでの検討が行われ, 登録の実現が急がれた｡

更に登録実現に向けたロビー活動のための新たな組織も, シェヴリエが

創設を担った｡ IEHCAは学術研究機関である為, ロビー活動を主に担う

NPOを発足させ, 官民の協力体制構築を図ったのである｡ シェヴリエは,

地理学が専門でソルボンヌ大学元学長であるピットゥ ( Jean-Robert Pitte)

に声をかける｡ ピットゥは1991年に『フランスのガストロノミー：ある

パッションの歴史と地理学』といった著書を記しており, ガストロノミー

研究者としての活躍も既に持ち合わせていた｡ そこでピットゥと共にシェ

ヴリエはフランス料理の無形文化遺産登録を目指すべく, 2007年からそ

の創設を探った｡ そして2008年２月, ｢MFPCA｣ が正式に設置されたの

である｡ その設置目的に ｢フランスのガストロノミー登録を目指し, 広く

料理をひろめ, 遺産として大切な要素として特にフランス料理を広める｣

と記されるなど, 登録を推奨する事務局組織としてMFPCAは活動を始

めた｡ MFPCAは農業省, 文化省, 教育省, 高等教育省に協力を依頼し,

活動の調整役となった
(43)
｡ 事務局職員には農業省からの出向職員を充て, 事
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務局長に農業省で臨時採用した文化担当者を置いた｡ また書類面での学術

的部門の担当者には, 文化省の研究・高等教育局から派遣された出向大学

教員が就いた
(44)
｡ MFPCAは民間団体ではあるが, ユネスコへの申請が完了

するまでのあいだ, 一次的に農業省所管団体となって申請書の原案作成を

担った｡ またMFPCA理事会メンバーには, 料理界, 農業, ホテル業界,

レストラン業界, 学術界, テーブル・アートに至るまで, 様々なジャンル

から食に関係する分野の第一人者たちが名を連ねた
(45)
｡ また国民教育省は,

申請書の科学的知見を, 文化省はユネスコとのやり取りを担当したという
(46)
｡

そして国会内での政治面での調整を担ったのはパリ選出の元老院 UMP

議員のデュマ (Catherine Dumas) であった｡ 2008年７月にガストロノミー

は経済面, 国内だけに留まるものではなく, フランスの文化やアイデンティ

ティーの保護といった点や, 国際的な視点からも重要であることを記した

文化事業委員会報告書を元老院に提出するなど, 登録に向けた動きを国会

レベルでも活発化させていった
(47)
｡ しかしながら国会議員の多くにとっても,

有形物ではなく, しかもガストロノミーという存在を文化と捉え, それを

無形文化遺産リストへ登録するという発想自体, 理解できなかったのであ

る｡

ところが, ｢問題｣ が国会議員のなかでのガストロノミーに対する理解

を促すこととなる｡ 2009年３月, 欧州委員会 (Commission ����������)

での赤ワインと白ワインを混ぜてロゼワインとすることを許可するとの法

案審議は, 党派を超えてガストロノミーを遺産として保護していくことの

重要性を議員たちに実感させる絶好の機会, そしてタイミングであった
(48)
｡

ロゼワインには, 赤ワインや白ワイン同様, ぶどうから発酵させて製造す

るといった伝統的な手法がある｡ そこで文化保護の観点から, フランスの

生産者, 農業省大臣だけでなく, イタリア, スペイン, スイスの生産者か

らも法案への反対が署名を通じて表明された｡ 結局, この法案は同年, ６
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月に欧州委員会において否決され, 廃案となる｡ この流れのなか, 2009

年３月には元老院で 『生きる文化遺産, ガストロノミー』 と題したシンポ

ジウムが開かれ, 2009年５月には料理, ワイン, 特産物, テーブル・アー

トといったフランスのアイデンティティー推進のため, 元老院, 国民議会

併せての超党派議員連盟が創設され, 200人を越える国会議員が上記の法

案への反対の署名活動に賛同していた
(49)
｡ この ｢問題｣ をきっかけに, 食文

化を守ることは, 自身の保持してきた農業に関する利権を守ることにつな

がると多くの議員は気が付いたのである｡

ちなみに学術的ネットワークを築いた IEHCAは, 学術委員会委員長に

社会党支持の歴史学者のパスカル・オリィ (Pascal Ory) が就くなど
(50)
, 主

に左派ネットワークによって構築された機関であった｡ 一方, MFPCA長

となったピットゥは UMPの支持者であることは広く知られている
(51)
｡ すな

わち左右の各党派が学術的側面と推進役の団体をそれぞれ担っていたこと

も, このプロジェクトを成功に導く要因であったともいわれる
(52)
｡ またガス

トロノミーの定義をめぐる攻防や, 当初はリスト登録について世論の関心

が薄いといったことはあったが, リスト登録自体に反対する強力な集団は

なかったというのも, この活動をめぐる過程の特徴でもあった｡

シェヴリエは何故, 積極的にこのリスト登録プロジェクトを推進したの

かは明らかではない｡ しかしシェヴリエは2006年, 既に, 登録決定後の

動きについても言及している｡ 彼にとってはリスト登録のみが活動の目的

ではなかった｡ 無形文化遺産条約にもあるように, 登録後は国に, 学術的

技術的研究や教育プログラム, 特定の研修の推進義務を課すなど, リスト

登録された遺産の保護継承に努める活動が課される｡ つまり登録がシェヴ

リエが所長を勤める IEHCAの学術的計画を正当化させ, 場合によっては

財政援助を受けやすい環境を作り出すことについての期待を彼は当時, 既

に語っている
(53)
｡ このことから, 無形文化遺産を文化的要素の存在を表出さ
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せるツールとしてだけではなく, 登録された文化の保護・継承を学術的側

面から加盟国に課す箇所に目をつけたシェヴリエは, IEHCAの存続, 発

展の展望を, 無形文化遺産リスト登録活動に結び付けたのである｡ 事実,

リスト登録後, IEHCAは学術研究面での ｢フランス人のガストロノミー

的食事｣ を保護, 継承にあたる機関として, 国民教育省から活動資金支援

を得ている
(54)
｡

２．大統領とガストロノミー

2008年２月, 農林水産省大臣とフランス最大の農業者たちによる利益

団体である全国農業経営者組合連合 FNSEA (��������	
Nationale des

Syndicats d’Exploitants Agricoles―FNSEA) 会長に迎えられ, 大統領のサ

論

説

図１ ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ 保護・継承の体制

(以下の文献を参照｡ 省庁名は通称｡ MFPCA [en ligne] QUI SOMMES-NOUS ? (https : //

repasgastronomiqueunesco.fr / quest-ce-que-le-rgf / la-mission /)｡ 農林水産省 ｢フランス・ス
ペイン現地調査結果の報告｣ 『平成26年度日本の食魅力再発見・利用促進事業委託事業 和
食の保護・継承環境整備事業』2015年, p. 4｡)

外務省 経済・財務省
文化・通信省
：ユネスコと
の窓口

農業省
：PNAを担当

厚生省
：PNNSを担当 国民教育省

トゥール・フランソワ・ラブレ
大学

IEHCA

：学術研究機関

MFPCA

：ユネスコ登録上の保護・
継承措置の責任団体

ガストロノミック・シティー
：ディジョン・リヨン・
パリ�ランジス・トゥール

メセナ
：ネスレ財団・ランジス

市場組合

活動資金援助

助言・情報提供

設立提案

学術・研究での連携

活動資金援助

行政機関
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ルコジは国際農業見本市に姿を現した｡ 国際農業見本市とは, 農作物, 林

業, 水産, 酪農といった農業従事者, 農業経営者, 農業団体, 生産者組合

が展示, 販売を行い, 欧州最大の農業国であるフランスを国内外にアピー

ルする一大イベントである｡ このイベントには業者や農業系の各種団体だ

けでなく, 一般客も入場者として訪れる｡ 年度によって日数は異なるが約

８日間, 開催され, 来場者数は例年, 通算でのべ70万人ともいわれる｡

そこで大統領, 農業省大臣のほか多くの政治家は農業従事者や農業経営者

からの支持獲得を見込んで, このイベントを訪問するのが毎年恒例となっ

ている｡ そしてサルコジはそこでの演説で ｢我々のガストロノミーをユネ

スコ無形文化財に申請し, 登録を目指す｡｣ と発言し, ガストロノミーを

ユネスコ無形文化遺産登録することが国内外に正式に宣言された｡ そして

サルコジによるこの演説以降, 無形文化財登録申請への準備手続きは加速

していく
(55)
｡ 何故, サルコジはこの事案について興味を示したのだろうか｡

シェヴリエが無形文化遺産登録を目指して活動を積極的に展開していた

頃, 大統領に就任したサルコジは, 国際農業見本市で大統領として, 農業

関係者に対して存在感をアピールする素材を探していた｡ 前大統領のシラ

ク ( Jacques Chirac) は, かつて農業省大臣であった時から, FNSEAと

の緊密な関係性を築いてきた｡ ヨーロッパ化の波のなかで農業政策の転換

をフランスも余儀なくされたが, シラクへの農業分野からの支持基盤は揺

るがず, 農業政策を重視しているといったイメージを常時, 保持していた｡

しかしサルコジはそういったイメージを農業関係者に向けて打ち出せてい

ない焦りがあった｡ FNSEAに限らず, 農業関係者は団体を形成し, 積極

的に政府への賛同や抗議活動を行う｡ FNSEAと政権の協力関係はかつて

ほど“親密”ではなくなり, 農林水産業やその関連業界の発する議論は政

権にとって負の影響力を持つ場合もある
(56)
｡

そこでサルコジはこのイベントに初めて参加するにあたって, 農業関係
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者から支持を得られるような政策を求めていた｡ ガストロノミーは農業政

策そのものではなかったが, 農業政策に取り組む姿勢を打ち出すことを狙っ

たのである｡ また食や料理に関することならば, 左派も右派も賛成を得や

すい案とも考えた
(57)
｡

更にサルコジがこの時点で, 農業政策に積極的に取り組む姿勢を打ち出

したかった背景には, ヨーロッパのなかでフランスが置かれていた当時の

状況もあった｡ その頃, EUの共通農業政策 (Common Agricultural Policy-

CAP) は2008年の改革に向け, 準備が進められると共に, フランスは同

年７月に欧州理事会の議長国就任が予定されていた｡ 従来の予算措置から

の転換を伴う CAP改革を推進する役回りを演じなければならない欧州最

大の農業大国の一つであるフランスにとって, 農業分野に関係する投資は,

農村開発, 山岳地帯援助政策にもつながりをもってイメージされる｡ そこ

でサルコジは国際農業見本市での演説で, フランス料理の無形文化遺産登

録申請活動を宣言することで, 現代の潮流に合わせた農業政策に積極的に

取り組む姿勢を国内外へアピールしたかったのである
(58)
｡ つまりサルコジは,

ユネスコ無形文化遺産やその文化的側面を重視したのではなく, 国内外に

向けて, 農業政策への親密性のアピールをする必要があった｡ これが, リ

スト登録活動を許容した背景の一つに挙げられる｡

そしてここで食品関連業界からのサルコジへの支持獲得のためといった

視点も挙げておこう｡ 登録推進活動当初から, 高級フランス料理店のシェ

フを中心に, この活動は支持されてきた｡ 2006年の年末には ｢料理｡ そ

れは文化である｡｣ と題し, 有名シェフを含む300人を超える署名活動も

展開されるなど, 政府へのロビー活動が協力して行われるようになる
(59)
｡ 一

方, この登録が叶ったときのインタビューで, 活動の推進者である高級フ

ランス料理店シェフでサルコジの古くからの友人であるサヴォイは, ｢こ

の登録がフランス料理市場や食品業界に強力な活力をもたらす｣ と述べて
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いる
(60)
｡ 料理文化の興隆という視点はあったのだが, それに携わる料理人た

ちにとってリスト登録推進活動は, 商業的な経済効果を見越したものであっ

たことは明らかであろう｡

また３つ目の要因として, ガストロノミーという用語が複数の分野に及

びながらも, ポジティブな影響を与えるものとして応用可能であったとい

う点である｡ 事実, ガストロノミーに関する政策をめぐっては, 様々な論

点が提起できるものとなっている｡ 当時, 農林水産省が2010年開始の

｢全国食品計画 (programme national pour l’alimentation-PNA)｣ に先立ち,

2008年４月から食の安全, 自治体レベルで貧困地域の学校に野菜や果物

を提供するといった計画を実施する予定にあった｡ そこでこの政策推進の

ために, ２月の時点でリスト登録を目指す旨, 発言したといった見方すら

ある
(61)
｡

産業振興についても, ガストロノミーはカバーできる｡ 以下の数字は林

業が含まれるため, 農業と水産業に限定した正確な数字は不明であるが,

2016年度の数字でみてみると, GDP比で農林水産業が1.5％, 農産食品業

が2.0％と他国同様, フランスでもその生産量は減少傾向にある
(62)
｡ しかし

2016年現在も, フランス本土の国土約51％が農用地とされており
(63)
, EU内

での農業生産額は１位であり, EU全体の約17％を占める
(64)
｡ これらの産業

がフランス経済にとって, 重要な産業であることは変わりない｡

加えてその当時, リスト登録を契機に改めてフレンチ・ガストロノミー

という分野を盛り上げ, フランスの農業, 農産物加工品, 観光といった部

門に関して新たな市場開拓につなげたいとの期待があったという
(65)
｡ サルコ

ジ政権の前政権であるシラク政権において2006年11月, 経済財政産業省

無形資産委員会報告書が作成されている｡ そこには国際競争力強化に資す

る無形資産の活用の重要性が記されており, フランスという国のイメージ

アップが経済成長に繋がることが述べられた上で, 食品, 食品加工, といっ
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た分野の成長もそれに寄与することが述べられている
(66)
｡ またサルコジ政権

時にも2007年９月提出の社会党議員で外務大臣経験者のヴェドリン

(Hubert �������) による大統領府報告書では, グローバリゼーションの

なかで政治経済, 外交, EU等に関するフランスの戦略方針案が記されて

いる｡ そのなかでも文化や創造性といった無形の資本に着目し, ガストロ

ノミーの持つ影響力についても触れられている
(67)
｡ よって無形資産の活用が

検討されるなか, ガストロノミーという分野が経済成長やフランスの外交

上の影響力強化に結び付けられ, 具体的に政策として結実したといえる｡

また雇用対策にも, ガストロノミーは応用可能であった｡ 食をガストロ

ノミーとの関連から捉え, そしてホテル, レストラン業界にも波及する影

響があるものとして捉えるならば, その関連の雇用数は一定の割合を占め

る｡ 産業別就業人口別の割合 (2016年数字) をみると, 農業, 林業, 漁

業に従事する人口は全体の3.1％であり, 減少傾向は止まらない｡ また農

産食品業では2.4％とこちらは前年度と比較して減少してはいないが, 停

滞気味であることは否めない｡ しかしこれらの就業人口は合わせて5.5％

となる
(68)
｡ また別の統計資料では, 宿泊, レストラン業界の就業人口割合は

全体の3.8％となっている
(69)
｡ またユネスコのリスト登録後の2011年当時,

その登録にも触れられた経済・財政・産業省 (	���
����de l’Economie,

des finances et de l’industrie) の記事から引用するならば, 農業, 農産食

品業から創出される輸出額はフランス全体の15％を占めるとされ, 約25

万人の雇用を抱える分野と紹介されている
(70)
｡

このように複数の分野において, ガストロノミーと関連する ｢食｣ にま

つわる政策は, 様々な分野に波及して正の効果を生み出す事が期待された

ものであった｡ またガストロノミーの定義については議論があったものの,

リスト登録を推進すること自体に強い抵抗が見られなかったのは, 特別,

多くの利益は得られないが, リスト登録から何かしらの利益を得られるで
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あろうと複数の分野において予想できたことが功を奏したといえるだろう｡

つまりサルコジにとって, ガストロノミーを無形文化遺産に登録するといっ

た一連の活動は, 複数の分野からの支持を得る可能性を秘めたものとして

捉えられたのである｡

第三章 ｢ガストロノミー｣ に関する政策とその特徴

ユネスコ無形文化遺産リストへの登録を契機としたものもあれば, それ

以前から実施されてきたものもあるが, フランスでは複数の, そして多彩

なガストロノミーに関する政策が実施されている｡ リスト登録後は, その

｢遺産｣ に関する文化の普及啓発や保護・継承に関する活動を申請国は実

施しなければならないのである
(71)
｡ 民間による食のイベントは数多く実施さ

れており, 例えば ｢みんなでレストランへ！ (Tous au restaurant !)｣ は,

2010年から例年, ９月から10月にかけての２週間, 実施されている食の

イベントである
(72)
｡ 高級フランス料理店シェフのデュカス (Alain Ducasse)

によって提唱され, 経済・財務省が後援となっている
(73)
｡

一方, リスト登録申請活動中, ガストロノミーを高級感の伴った食事の

みの視点から捉えることや, リスト登録後の過度な商業化は批判の対象と

なった｡ そのような議論をなぞるようなイベントもリスト登録後, 実施さ

れていることを記しておきたい｡ 例えば, ユネスコ無形文化遺産登録の３

か月後の2011年２月に始められたフランス政府による食品およびテーブ

ルウエア関連の輸出促進キャンペーン ｢So French, So Good｣ がある｡

2018年現在は, 観光業やフランスのブランド力構築・発信のための政策

として位置づけられているが, 2011年当時は, 経済・財政・雇用省

(Ministre de ��������	
�des Finances et de l’Emploi) 内の貿易担当大臣

(�
����	
�����������du Commerce 
���	
�) が世界各国を回り, フ

ランスの農産加工品, テーブルウエア等, 農産品や食事に関連する商品の
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販売促進が目的とされた政策であった
(74)
｡ 当初はフランスの食品加工品輸出

先の約66％を占める海外12カ国で実施され, 公式ロゴには, ｢無形文化遺

産・フランス人のガストロノミー｣ と記され, このロゴの使用権がいわゆ

る高級品を扱うレストランや食品関連企業にのみ許されていたことから,

ユネスコ登録が高級品の商業化に用いられているともいわれた｡

またこれは民間企業によるものであるが, 高級感を打ち出した料理イベ

ント, 空間演出も2011年４月に実施されていた｡ ｢ユネスコ無形文化遺産

登録をお祝いして｣ として行った祝賀会で, ヴェルサイユ宮殿で参加費が

一人９～10万円のフランス料理フルコースを食べるといったイベントで

ある｡ 広告 HPには ｢無形文化遺産に登録 高級感をまとう新たなフラン

ス料理が始まる｣ といった文章が記されている｡ このイベントは食品関連

業界が実施したものであったが, 当時, 大統領であったサルコジの支援者

としても知られた企業が参加していた｡ このことから, 一般大衆が楽しむ

祝祭の食卓といったユネスコに登録された内容とはかけ離れているイベン

トに登録が用いられ, またその主催者が大統領の支援者であることから批

判的に捉える者もあった
(75)
｡

このような状況を踏まえつつ, 本章では, ガストロノミーに関する政策

の特徴を３点から紹介する｡ はじめに, 複数の省庁が, ガストロノミーに

携わる政策に携わっている点である｡ ここでは継続的に実施されているも

のを挙げているが, 農業省, 経済・財務省, 厚生省のみならず, 国民教育

省, そして外務省までもがフランスの食文化を保護, 継承する活動を担っ

ている｡ 例えば2011年から始まった ｢ガストロノミー祭 (����de la

Gastronomie)｣ は例年, ９月第４週末の３日間, 開催されており, 主催

は経済・財務省, 共催が農業省となっている
(76)
｡ 食品関連事業者と消費者と

の交流が目的とされ, 試飲, 試食や講演会といったイベントが実施されて

いる｡
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更に農業省と文化・通信省, そしてMFPCAの事業であり, 都市政策

の一環として, 2013年からガストロノミック・シティ (�����de la

gastronomie) 事業が実施されており, フランス国内の都市のなかから,

ガストロノミック・シティを指定している｡ ディジョン (Dijon) はブド

ウ畑とワインの文化を, トゥール (Tours) は人文社会科学分野といった

学術的な部分を, パリ・ランジス (Paris-Rungis) は都市の中心部にある

市場, 製品, その活動といった部分を, リオン (Lyon) は栄養や健康と

いった部分を, それぞれ評価されての選定であった｡ またトゥール市内の

3000平方メートルのラブレ (Rabelais) と呼ばれる地域が, ガストロノミー

に特化した研究教育, そして実践のスペースとして認定されている
(77)
｡

このように複数の省庁が携わりながら, 食にまつわるイベントなどが実

施されているのだが, 一連の ｢食｣ をめぐる政策のなかでも最も歴史を持

つものがいわゆる ｢味覚教育｣ である｡ これは1970年代からの取り組み

であり, 味覚を次世代に伝え, 守っていくことを教育として行っているも

のである｡ 日本の研究者のなかには, この ｢味覚教育｣ を ｢国策｣ と紹介

するものもある
(78)
｡ そこで国家介入型の食文化保護といった色彩も持つこと

を, ガストロノミーに関する政策の特徴の二点目として記す｡ 一連の味覚

教育は, 学校教育機関で義務的な科目として設定されているのではない｡

しかし料理関係者, 醸造家, 農業従事者といった生産者, ホテル観光業,

スーパーなどの小売業といった民間の食品関連事業者, 食品関連組合など

からの後援を得, 国民教育省, 農業省が共催, 一部自治体も後援して実施

されるプログラムとなっている｡ そこには, 政府が介入しながら味覚を保

護・継承するといった傾向がみられる｡

フランスの味覚教育は当初, ｢味覚の教室｣ や ｢味覚の授業 (��	
��de

�
�)｣ を通じて実施されてきた民間発のプログラムであった｡ 1975年に

トゥールの小学校での ｢味覚の教室｣ がフランスにおける味覚教育の発端
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であるとされている｡ 1970年代に開発されたピュイゼ・メソッドと呼ば

れる民間組織による教育法 ｢味覚の教室｣ では, 味覚を教えるだけではな

く, 言葉で味覚を表現できるところまで保護継承する必要があるといった

主張でもある
(79)
｡ 1980年代には ｢味覚の教室｣ は国民教育省の推奨を得て,

全国の小学校教員が選択科目として受講するプログラムへと成長する
(80)
｡ そ

の後, ピュイゼ・メソッドの流れを引継ぎ, 1990年にフード・ジャーナ

リストのプティトゥルノー ( Jean-Luc Petitrenaud) と砂糖の企業団体の

提唱によって, パリで小学生向けイベント ｢味覚の授業 (������de

��	
)｣ が実施され, また同時に食に関するイベントがパリで複数, 行わ

れ, 成功を収めた
(81)
｡ そして1994年からは全国で ｢味覚の授業｣ と併せて

食のイベント ｢味覚の１週間 (La Semaine du ��	
)｣ が実施されており,

例年10月第三週目に１週間, 味覚をめぐる様々な催しがフランス全土で

開かれている｡

｢味覚の授業｣ は, 国民教育省主催としてスタートし, 2003年からは

正式に農業・食料・水産・農村問題省 (�����
��de l’Agriculture, de

l’Alimentation, de la �����et des Affaires rurales) からの協賛を得た
(82)
｡ そ

して全国の都市だけでなく地方にも波及し, 多くの小学生を対象とした授

業へと徐々にその規模を拡大させている｡ ある調査では2016年は約5300

の会場で約20万人の児童が ｢味覚の授業｣ を受講したという
(83)
｡ ｢味覚の授

業｣ は主に小学生を対象としており, フランス料理シェフや生産者たちが

小学校に出かけ, 体験型授業を実施し, 味覚の様々な側面を小学生に伝え

る｡ 味の基本についての説明や, 料理を作ること, 楽しむこと, を食のプ

ロから小学生に伝えることが授業の目的となっている｡ また食に関連する

専門学校生を対象に, 有名シェフが講師となって調理実習や意見交換会が

行われたり, 一般の大学生向けの試食イベントが実施されたりしている
(84)
｡

更に ｢味覚の１週間｣ では, 講演会や地元の特産品や料理の販売, 試食の
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できる屋台が立ち並ぶマーケットが開催されたりする
(85)
｡ 一連のイベントは

自治体ごとに実施状況にばらつきがあるものの, フランス全土で開催され

ており, 消費者を対象とした味覚教育の意味も持つ｡

｢味覚の１週間｣ HPに掲載されているイベントの目的には, イベント

を通じて農産物や食料品を知ることも含まれるが, 最も強調されているの

は, 子どもから大人まで多くの人々に味覚を伝えること, そして味覚を教

育として伝えることの重要性である
(86)
｡ このイベント立ち上げに携わったプ

ティトゥルノーは, 2009年にイベント20周年を記念してコメントを出し

ている｡ すなわち, よく食べるとは, 贅沢ではなく, 日常の出来事である

として, 子どもたち向けの味覚教育を行う重要性を述べる｡ またフランス

人としての味覚や料理へのアイデンティティーを持ち続けることの重要性,

また調理師学校やホテルスタッフ養成校の学生は特に, 味覚を引き継いで

いかなければならず, 教育は必要だと述べる
(87)
｡ とはいえ, ｢味覚の１週間｣

には, 民間企業がスポンサーとして名を連ね, 農産物に関する知識を経済

効果に繋げることまで見込んだイベントであることは明らかであるが, 文

化として味覚を継承する重要性が, ここでは強調されるのである｡ 加えて

2010年代に入って, 地域の特性に沿ったいわゆる ｢食育｣ 活動が, 新た

に教育の場で実施されることが推奨されている｡ ２つのプログラム, すな

わち厚生省 (��������	�en charge de la �
���et de ��������	) が主催す

る栄養状態改善を通じた国民の健康増進を図る５ヵ年プログラム ｢国民栄

養健康計画 (programme natunal nutrition �
���- PNNS｣ と, 農業省が中

心となって食に関わる問題に総合的に取り組む食品栄養政策 ｢全国食品計

画 (programme national pour l’alimentation - PNA)｣ とに基づき, 2013年

のいわゆる学校再建基本法 (loi n�2013�595 du 8 juillet 2013 d’orientation

et de programmation pour la refondation de �����	de la ���������	) の下,

小学校の課外授業科目として食育活動を実施している学校もある
(88)
｡
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続いてガストロノミーに関する政策の特徴の３点目として, ガストロノ

ミーをソフト・パワーとして扱っている点を記す｡ すなわちガストノミー

を ｢国家のブランディング｣ 戦略として位置づけ, 外交の場で意識的にア

ピールしているのである｡ その一つが ｢グードフランス (����de France -

Good France)｣ というイベントであり, ここで事例として紹介したい｡

これは2015年から実施されており, 外務省主催で例年３月下旬の１日限

定のイベントである｡ 世界各国の参加国が同日に大使館や市中のフランス

料理店でフランス料理を食べるというものである
(89)
｡

2015年の初回開催時, 駐日大使 (当時) は ｢グードフランス｣ の狙い

を尋ねられ, ｢美食を共有することで, 和やかなひと時をすごし, 新しい

フランスを発見してもらいたい｡｣, ｢料理を通してフランスの文化や地方

の豊かさを知り, フランスに行きたいと思う契機になればうれしい｡｣ と

新聞の取材に対して語っている｡ また観光振興やフランス農産品の販路拡

大に活用しようとする狙いと共に, ｢食を外交の重要なソフト・パワーと

位置づけ, 国のイメージ向上や, 直接相手国の人々に働きかけるパブリッ

ク・ティプロマシー (広報・文化外交)｣ を狙うものであり, ｢覇権主義的

態度でもってフランス料理を押し付けることはしない｣ とも大使は述べて

いる
(90)
｡ このような傾向は, フランス外務省の広報記事からも読み取れる｡

2016年の ｢グードフランス｣ キャンペーンに関するフランス外務省の広

報記事には当時, 外相であったファビウスが2010年に“フランス人のガ

ストロノミー的食事”が無形文化遺産登録となったことに触れつつ, ｢ガ

ストロノミーは我々のアイデンティティーの一片を形づくるもの｣ とし,

｢ガストロノミーは海外に対する我々の国のイメージや我々の魅力に関し

てたいへん重要な位置を占めている｣ と述べている
(91)
｡ また同文書の別の項

目では, ガストノロミーは, 対外貿易, 観光においてプラスの影響をもた

らすものであり, ワインやガストロノミーが, 外国人観光客にとって海外
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旅行先としてフランスを選ぶ動機になっているとも記されている
(92)
｡ また在

日フランス大使館のホームページには, ｢グードフランスは経済外交の原

動力, 手段でもあります｡ 関連するすべての分野のフランスの製品やノウ

ハウが, フルコースを通して紹介され, それらの価値向上が図られまし

た｡｣, ｢美食は外交的な交渉や議論を円滑に進めるために役立ちます｡｣ と

も記されている
(93)
｡ 加えて2017年度紹介ページにはエロー ( Jean-Marc

Ayrault) 外相 (当時) の発言が掲載されており, そこには ｢ガストロノ

ミーはフランスの文化遺産の柱の一つです｡ 今日, わが国の美食は世界中

に広がっています｡ すべての大陸に存在し, わが国の影響力拡大に貢献し

ています｡ 外務・国際開発省が進める影響力外交と観光開発戦略において

も重要な位置を占めています｡｣ とある
(94)
｡

事実, フランスにとって観光は, 国の重要産業となっており, 国を挙げ

て観光振興を積極的に打ち出している｡ 1980年と比較して世界の総国際

観光収入では２位から５位へ順位を落としてはいるものの, フランスは

2016年の国際観光客到着数では27年連続の１位となっており, 観光収入

は2016年度のフランスの GDP比で7.1％を占める
(95)
｡ 2009年には中央政府レ

ベルの観光部局の組織改変を経てフランス観光開発機構 (Agence de

���������	�
�touristique de la France) が発足するなど, フランスはイ

ンバウンド政策の推進に継続的に取り組んでおり, 対外的にも観光プロモー

ション活動を積極的に行ってきた｡ そして2014年には観光の所管が経済

産業省から外務省へと移り, ｢グードフランス｣ キャンペーンは外務省主

催で行われるようになっている
(96)
｡

またフランスがガストロノミーをソフト・パワーの一つと自覚的に捉え

ていることも興味深い｡ ナイは, 経済力や軍事力を通じた強制力ではなく,

文化, 政治的価値観, 外交政策を通じて, 自国にとって望ましい政策を相

手国が採用するよう促す力を ｢ソフト・パワー｣ と呼んだ
(97)
｡ また ｢人々の
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好みを形作る能力は, 人格, 文化, 政治的価値観, 政治制度の魅力や, 正

当性があり倫理的に正しいとされる政策など, 無形のものに関連すること

が多い
(98)
｡｣ とも述べ, 何らかの魅力を通じて, 他国の政策を自国側に有利

なものに誘導するといった類のものとする｡ しかしながら, 結局のところ,

ソフト・パワーの影響力は測定することは難しい｡ 発信側の持つリソース

如何よりも, 受け手側を取り巻く政治環境や制度の如何が, ソフト・パワー

の影響力を左右する｡ 受け手側の感受性形成に, ソフト・パワーは影響を

与えるかもしれないが, ソフト・パワーは発信側の想定する狙い通りに受

け手への影響の如何をコントロールすることはできないのである｡ しかし

ながら SNS等, 政府間レベルだけでなく, 民間レベルでも人々が自由に,

そして容易に情報を交換し合う今日, 政府が管理しうるパワー以外のもの

が, 相手国の政策へ影響を生み出す源泉と成り得ることは明らかであろう｡

加えてフランスは, 文化を自国の世界競争力向上に結びつけるべく, 文

化立国といったイメージを政府自らが積極的に発信してきた歴史を持つ
(99)
｡

2000年代に入り, 世界におけるフランスの文化的影響力の低下と危機感

がフランス政界内外でも広く共有されるようになっている
(100)
｡ そこで2007

年に大統領に就任したサルコジの下, 外務省の局レベルの再編, 在外文化

施設の統合, 再編, 留学生招致や大学間の提携強化など, 対外文化活動の

体制見直しが行われた｡ そこにはフランス語への固執から, 異文化の受容

といったフランスの新たな対外文化政策の方向性が見出せるとも評されて

いる
(101)
｡

そこでガストロノミーを外務省が扱い, 広報誌で ｢ガストロノミーは海

外に対する我々の国のイメージや我々の魅力｣ と述べつつ, 食やその文化

的魅力を海外に発信する様相をみると, 意図的にガストロノミーを, フラ

ンスという国の魅力, ブランド力を醸成することに用いていることは明ら

かであろう｡ 更に外交面でもガストロノミーは有効に機能するとの認識が
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そこにはある｡ ｢ガストロノミー｣ は, 都市や地域の政策として, 更には

文化外交戦略としてフランスでは用いられているのである｡

このようにガストロノミーは, 複数の課題に対する解決手法として複数

の政策に応用されていることが分かる｡ またフランスでは1970年代から

味覚教育に取り組むなど, 味覚を文化との関連性から捉える歴史を持って

いる｡ 味覚教育は, 民間の味覚啓発活動が政府によって採用されたもので

あり, 味覚に関する知識を普及させることで文化の継承につなげるといっ

た発想が強い｡ 味覚は誰にでも簡単に備わるものではなく, 人びとのあい

だで引き継いでいかなければならず, その味覚にもフランス特有のものが

あるといった視点を, リスト登録前からフランスは持っていた｡ それはガ

ストロノミー保護といった無形文化遺産の掲げる理念との共通する部分で

もあり, 政策の継続性が認められる｡ またユネスコのリスト登録を目指す

段階で, 登録推進の目的の一つに, 外交政策ということは強調されてはい

なかった｡ このように ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ に関する政

策を追っていくと, その時々の政策担当者の意図が政策に反映されており,

政策の目的がその時々で変化している様相も捉えることができるのである｡

おわりに

2018年１月, 大統領であるマクロン (Emmanuel Macron) は, フラン

スパン (baguette) をユネスコ無形文化遺産リストに登録することを目指

すと発言した｡ これは2017年12月に, イタリアのピザ職人の技がユネス

コ無形文化遺産に登録されたことを受けての構想である
(102)
｡ ｢食｣ をめぐる

項目をユネスコ無形文化遺産に登録することの効果は, はっきりとは分か

らない｡ しかし登録された遺産やその国への関心を幾分か高めることは明

らかであろう｡

一方, 本稿では ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ の登録に際して,

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
食
」
を
め
ぐ
る
政
策
の
動
向

372(372) 法と政治 69巻 1号 (2018年 6月)



海外からの影響をどの程度, どのように受けたのかについて触れることが

できなかった｡ 2010年11月に ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ が

登録された際, ｢メキシコの伝統料理｣, ｢地中海式ダイエット｣ も共に無

形文化遺産リストに登録された｡ よってフランスの活動のみが, ｢食｣ を

めぐる無形文化遺産の枠組み構築を試みた訳ではない｡ 他国での無形文化

遺産リスト登録活動が, フランスにどのような影響を与えたかについては,

本稿の検討課題として残る｡ またフランスの無形文化遺産は, 2008年に

初めて登録されたが, ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ 以外の事例

について, フランス国内での登録申請活動の動きや ｢フランス人のガスト

ロノミー的食事｣ の登録申請活動への影響を, 本稿では言及することがで

きなかった｡

ここで改めて, ガストロノミーをユネスコ無形文化遺産リストへ登録さ

れることが現実のものとなった要因を確認したい｡ 本稿では, フランス料

理やガストロノミーをリスト登録しようというアイディアの提唱者は, シュ

ヴリエやラングといった文化政策にあかるい政策エリートたちであったこ

とを示した｡ また大統領自身は文化政策に通じている訳ではなかったが,

結局のところ, 彼がリスト登録を目指すと発言したことで, その登録が実

現したとも言えなくもない｡ しかしガストロノミーという議題が, 特定の

アクターのメリットを強調できる訳ではないが, 強く拒絶するまでのデメ

リットも生まなかったといった点も, リスト登録実現には重要であったと

主張したい｡ つまり国内の複数のアクターにとって, 同床異夢が成立する

政策であったということが, ｢フランス人のガストロノミー的食事｣ に対

して強い反発を生むことなく, リスト登録に結びついた要因の一つといえ

る｡ リスト登録が, 多彩な複数の政策にとって, 概して成長戦略に繋がる

ものとして捉えられたのである｡

そしてこの点とも関連するが, ガストロノミーという用語には多様な意
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味を含み, 解釈も多様であったからこそ, 幅広いアクターがリスト登録か

らの利益を享受できているともいえる｡ 用語の多義性が, 様々な政治的な

立場からも受容可能なプロジェクトと受け取られる可能性を高めたのであ

る｡ 新たな成長戦略を探すアクターたちにとって, ガストロノミーがリス

ト登録された後は, その利益を享受すべく, ガストロノミーに関する複数

の政策を展開している｡ 農林水産業振興, 教育, 文化振興, 食の安全, 食

品産業振興, 観光業振興, 雇用, そして外交と, 様々な複数の分野から,

ガストロノミーと関係する政策が打ち出されている｡ 用語のあいまいさが,

リスト登録への賛同を集める基盤となり, リスト登録後も複数の政策への

応用を可能としたのである｡

そして政策エリートたちは高級フランス料理店シェフに当初からリスト

登録推進活動への協力を求め, 彼らもそれに応じ, 積極的に推進活動を展

開していた｡ 高級フランス料理店シェフがこの活動の中心にいたことが,

リスト登録後, ガストロノミーを用いつつ, 料理やその関連商品について

高級ブランド化を図るといった一部の活動を許容することを決定付けたの

である｡
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L’orientation politique de gastronomie en France :

le patrimoine culturel ���������	de 	
�������

de l’Unesco et le cas du

“repas gastronomique des �������”

Ryoko TAMAI

Le repas gastronomique des �������a ���inscrit sur la liste ����������

����du patrimoine culturel ���������	de 	
�������en 2010. On peut

s’interroger sur la conception de dimension de la gastronomie 	�����la liste

du patrimoine culturel ���������	de 	
��������Nous voudrions aussi

montrer le processus de cette inscription et les ����������������aux

pratiques politiques. Il �������en trois �������La ��������partie traite du

�������du patrimoine culturel ���������	de 	
�������de l’Unesco et une

��������de la gastronomie dans le cadre de ce ��������La ��������partie

est ����������������un processus de cette inscription. La ���������

partie analyse que les politique sur la gastronomie se �����	��des

ressources diverses : les effets �����������l’industrie touristique, la ����

publique, l’emploi, l’enseignement et 	
���������le ����	�������interna-

tional etc.




